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我々はテラヘルツ帯に感度をもち、高解像度高感度の観測を可能にする光子計数型テラヘルツ強度干渉計の開
発をしている。本干渉計は、光子数の揺らぎを測定するために高感度で高速の超伝導トンネル接合を用いた SIS
光子検出器を搭載する候補として開発が行われている。テラヘルツ強度干渉計を実用化するうえで、広帯域に対
応した極低温の読み出し回路の開発は必須である。読み出し回路は SIS光子検出器とアンプのインピーダンス整
合をとり、検出した信号の損失を抑えることが目的である。そのため、読み出し回路は極低温で高速、低容量、低
雑音で動作する必要がある。これらの要件を満たすために Junction-pHEMT(JPHEMT)およびGaAs-JFETを
用いたソースフォロワー回路を候補として開発を進めている。JPHEMTおよび GaAs-JFETはゲートリーク電
流が極低温において 1pA以下で動作することが確認されている。しかし、いずれもキンクが発生するドレイン電
圧よりも高い電圧を加えるとゲートリーク電流が大きくなるため注意が必要である。読み出し回路は 2段のソー
スフォロワー回路を想定している。2段にしなければならないのは、SIS光子検出器を 0.8Kに冷却する冷凍器の
熱負荷の許容上限が 100µWであるため単一では相互コンダクタンスを大きく取ることができないためである。こ
れにより、4Kステージを新たに作り、2段目のソースフォロワー回路を作成しなければならない。本講演では極
低温読み出し回路、および干渉計実験の進捗について報告する。


